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は じ め に

私 は先に第1編 でRadio isotopeの 体 内照射 に よ

り各臓器構成脂酸が変動す ることを追求 し,第2編

で放射線局所照射によ り実験腫 瘍担癌動物の腫瘍
,

血清,肝 の構成脂酸がいかなる変動を来たす かに就

き実験 し,リ ノール酸 の変動 よ りこの脂酸が腫瘍発

育 のエネルギーと して使われてい る事を推定 し
,ま

た放射線治療に よる腫瘍発育停止 と リノール酸百分

率 との間には或 る種の関係を有 する如 く考 えた.そ

こで今回は臨床例 として術前乳癌患者 の放射線治療

前後の血清内脂肪酸の変動をガス クロマ トグラフィ

ーによ り追求す ることに した
.

実 験 方 法

放射線治療前並びに予定線量終了後 に術前乳癌患

者の血清を各4cc採 り,こ れよ り第2編 で 述べた と

同様Folch法1)で 総脂質 を抽出 した.脂 酸の水解条

件 は70℃ で2NKOHメ タノール10倍 量. (vol). 3時

間水解 し,脂 酸抽 出法,メ チルエステル化の方法は

第1編 で述べ た.

G. L. C.は 島 津GCIB水 素炎 イオン 化検 出器付
, 

4mm径 のステン レスカラム内に
,セ ライ ト(60～80

メ ッシ ュ)に15%ポ リエステル
,サ クシネー トを充

填 した ものを使用 し,カ ラム温度200°
,試 量気化室

220°,検 出器温度225゜, N2流 量90cc/min,で 分析 し

た.

照 射 方 法.照 射 に は1例 の60Co遠 隔 照 射 の他(表1)

東 芝KXC18型 深 部 治療 装 置 を使 用 した
.管 電 流15

mA,管 電 圧180KV,濾 過 板0 .5mmCu+0.5mmAl. F . 

S. D. 50cmで 一 日空中線量300Rで,乳 房腫瘍部 と上

鎖骨窩腋部へ1問 で連 日照射 した.即 ち乳房腫瘍 部

へは隔 日毎に接線照射 した.

症例並びに実験結果

症 例1　 藤○百○　 70才

主 訴　 右 乳房無痛性腫瘤及 び右上 腕浮腫

既往歴　 15才 で肺 炎,初 潮18才 閉経50才

現病歴　 約40年 前 の30才 頃　 第1子 授乳 中右乳 房に

無痛性栂指頭大 の腫瘤 に気づい たが放 置,以 後 第7

子を授乳す るまで授乳時 に腫 瘤の存 する ことに気 づ

いていた.約1ヶ 月前 右上腕 の浮腫性腫脹 を来 た し
,

また右腋窩の淋 巴節腫瘤 を疼 痛 の為触 知 して いた
.

その後腋 窩部の疼痛 は激 し くな り,上 腕 の運動 で上

腕浮腫 は増悪 す る傾向 あり,し か し乳房 には疼痛 な

く,腫 瘤 は最近特 に大 き くな つた とは思 われない
.

現 症　 右乳頭 は右外上方に やや挙 上,乳 房 には発

赤等変化な く乳頭 の陥凹 もな い.腫 瘤は右上外4半

部乳房乳輪下 に存 し, 1ケ で5×5cm大 ,表 面不 平

滑,弾 性硬,限 局性 で皮膚 との癒着 は あるが,胸 壁

筋 との癒着 はな く,乳 頭 よ り排 泄液はな い.

右液窩に は鳩卵 大で軟骨硬 の腫瘤 を触知,圧 痛あ

り,移 動性 はあま りない.ま た局 所に熱感 もない.

臨床 診断　 右乳癌及 び右腋 窩部転位

術前 照射　 右乳房 へ1200R,右 腋窩部 へ900R照 射

(照射方法別掲Table 1)

術後 病理診断 Carcinoma simplex(周 囲の脂肪組織

内に浸潤あ り)

実験 結果　 照射前 を対照 とし,照 射 後の脂酸構成 を

対比 す ると次 の如 く変動す る.
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Fig. 1. Case 1, Mammogram at the preirradiation 

period showing large tumour in the upper 
outer quadrant of the breast

Fig. 2. Case 1, Mammogram after radiation therapy 

showing less dense mass, and tumour smal

ler than that of the non-irradiated

Fig. 3. Case 1, Gas-liquid-chromatogram(G. L. C. ) 
of the total fatty acid in the serum of 

patient before irradiation

Fig. 4. G. L. C. of the total fatty acid in the 

serum of the same patient after radiation 

therapy.

The peak of linoleic acid is lager than that of 

preirradiation stage
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症例2　 西○笹○　48才

主 訴　左乳房腫瘤

既往歴　45才でリュウマチ様関節炎

　16才で初潮　46才で閉経

現病歴　生来健康な方であつたが,約1年 前より左

乳輪の発赤と疼痛を来たし,ま た同部に潰瘍のある

のに気づいた.約2ヶ 月前より左肩及び背部に緊張

感と鈍痛を来たし,左乳房と左腋窩部に腫瘤のある

のに気づいた. 10日前より左乳房の疼痛は強く,胸

部圧迫感を感ずる様になつた為,来 院

現 症　左右の乳房非対称で左乳頭に糜爛あり,左

乳房 中心部3時 と9時 の方 向に胡 桃大の腫瘤 を2ケ

触れ圧痛 あ り,排 泄液 はな い.腫 瘤 は表面粗大 凹凸

あ り,弾 性硬 で波動性な く皮膚 や筋 との 癒 着 は な

い.

左腋 窩に豌 豆大 の弾性 軟表面平滑 な 腫瘤を 触 知 す

る.

臨床診断　 左乳 癌

術前 照射　 左乳房へ1500R,左 腋窩部 へ900R照 射,

照 射後乳房疼痛軽度 とな り,左 腋窩 の腫瘤 縮少 す.

術 後病理診断　 Duct carcinoma of th breast with in

traepidermal metastasis (Paget's disease)

実験結果

症 例3　 葛○千○○　57才

主 訴　 左乳房腫瘤

既往歴　 45才 で肝疾患

現病歴　 約3月 前左乳房に圧迫感があつた,約2年

半前よ り同部に鳩卵大よ り少 し大 きな腫瘤 に気づ い

ていたが,そ のまま放置 していた.最 近1年 間 に腫

瘤 は漸次大 き くなつて来時 々痛みを感 ずるよ うにな

ると共 に血 清排 泄液を少 し出すよ うになつ た.

現 症　 視 診で腫瘤 は左乳房下内4半 部を少 しこえ

て認 め られ,一 部 発赤 あり,表 面不平滑で静脈怒張

あ り,下 内半部 を中心 として8×8cmの 腫瘤を解知

す る.表 面凹 凸不整 で弾性硬,波 動性 はない.熱 感

及 び圧痛著名,腫 瘤 は皮膚及 び胸壁筋 と癒 着す.

左腋窩 内に1ケ の小 指大の淋 巴節 を触 知 し弾性硬

で ある.

臨床診断　 左乳 癌,左 腋 窩淋 巴節転位

術前照射　 左乳房 へ2100R,左 腋窩部 へ900R,照 射

す.照 射5回 目よ り腫瘤 周囲の浮腫軽度 とな り痛み

も軽快す.

術 後病理診断　 Infiltrating duct carcinoma (undif

ferentiated adenocarcinoma) of the breast

実験結果

症例4　 早○正○　51才

主 訴　右乳房腫瘤

既往歴　17才で肺結核　24才でジフテリヤ

50才,リ ウマチ様関節炎

現病歴　約20年前第2子 授乳の時右乳頭が小さく哺

乳が出来なかつた.

40才の時左乳房に小指頭大の卵形で移動性のある

平滑な腫瘤のあるのに気づいた.し かし線維腺腫と

の事で放置していたが, 3.4年 の間に腫瘤は消失し

ていた.

3ヶ月前,右 下外側4半 部によく動く痛みのない

親指大の腫瘤に始あて気づいたが,あ まり変化がな

いので放置していた.

現 症　両側対称性で右乳房下外側4半 部に3×2cm

の硬い腫瘤を解知する.表 面は不平滑平手で触知可,

腫瘤は筋や皮膚との癒着なく乳頭からの排泄液はな
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い,乳 房の皮膚には著変を認めない.

右腋窩に小豆大硬度軟な淋巴節を触知する.左 乳

房には上外側4半 部に硬度やや増強せる部位あり.

臨床診断　右乳癌

術前照射　右乳房へ総線量2100R(空 気線量)右 腋

窩に900R照 射,

術後診 断及 び組織学 的所見　 右乳 癌,腋 窩 及び上 鎖

骨部 に肉眼的に転 位を認 めない.

Duct carcinoma of the breast

実験結果

症例5　 西○き○○　57才

主 訴　右乳房腫瘤

既往歴　43才で左肺結核その後3年 間治療

現病歴　半年前の秋頃右乳頭の牽引しているのを他

人に云われた.そ の後時々右乳頭に鈍痛があつたが

放置していた.し かし右乳房は除々に一部硬くなつ

て来たようで,最 近疼痛をしばしば来たすようになつ

て来た為,開 業医を訪れその後当大学へ紹介される.

現 症　右乳房はやや牽引され右乳頭も挙上 され

る.皮 膚の変化はないが,乳 輪は多少浮腫状,乳 頭

を中心として3×3cm大,硬 度硬で表面不平滑な腫

瘤を触知する.皮 膚や胸壁筋との癒着はなく,腫瘤

の辺縁 は不 明瞭,圧 痛 はあま りな く平 手で触知可,

乳頭 よ り排泄 液はない.

右腋 窩にえ んど う大の硬度軟 な淋 巴節 を 触 知 す

る.

臨床診 断　 右乳癌及 び腋窩転位.

術前照 射　 右乳房 へ2100R,右 鎖骨上 窩腋窩へ900R,

(空中線量)照 射 する も腫瘤及 び症状 不変

術後診 断及 び組織学 的所見　 乳癌, 1cm×1cm大 の

腫瘤 で周 囲に 浸潤 あ り,右 腋 窩淋 巴節転位, infilt

rating duct carcinoma (undifferentiated adenocarci

noma)

実験結果

以上 の5例 の脂酸組成 を見 ると,そ の主な もの は

パル ミチン酸(C16),パ ル ミ トオレイン酸(C16:1),

ステア リン酸(C18),オ レイ ン酸(C18:1),リ ノール

酸(C18:2),ア ラキ ドン酸(C20:4)で あ る.照 射 後

の脂酸構成 では,対 照 の照射前 のそれ に比較 し,一

般に リノー ル酸比 ア ラキ ドン酸比が上昇 して いる.

またそれ と逆にパ ル ミチ ン酸 比は減少 する.

考 察

近年 担癌動物の脂質代謝 に関す る文献 もかな り見

られ るよ うになつて来 たが,そ れ らの 内の幾 らかを

第2編 で述 べた.最 近新関,山 本等2)は 担癌動物 の

肝 脾腫瘍 における可溶性蛋 白質 中の脂質につ いて,

 Folchの 変法を用 いて,薄 層上に展開,肝 で はRf. 

0.84, 0.56を 呈す脂質 に有意 の 差が あ り,脾 で は

0.15～0.2の 範 囲に腫瘍群時 有の スポ ッ トがあつた

と云 つて お り,河 波等3)は シオ ノギ カルチ ノーム,

中原福 岡ザル コームの脂質成分 を比較検討 して両者

の間にス フィンゴ ミエ リン量 に於 いて若干 の差異を

認 め,ま た コ レステ ロー ルエステル量 が癌 の場合明

らかに減少 して い るとし,活溌 な細胞 の増殖 を来た

す片鱗 ではなか ろ うか と云 つて い る.

放射 線照射に よる血 中の全脂質 コレステ ロール量,

燐脂質 の変動 につ いては,小 池4)は 家兎 に300Rよ り

1000R全 身照射 し生存 群死亡群 について対比 してお

り,死 亡 群では1000Rの 照射で全 脂質は増量 の一路

を たどるが,生 存群 は照 射後2日 目を ピー クに下降す

る.ま た全 コレステ ロール量は 多少の増量 の傾向を
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示すが,死 亡群は明らかに上昇を示し

て居り,燐 脂質は両群とも同様の傾向

を示すと報告している.

長尾等5)は 悪性腫瘍 と必須脂肪 酸 と

は 密接 な関係を有 し,比 等の欠 乏で腫

瘍発育 が抑制 され,腫 瘍 に特に リノー

ル酸 が少い と報告 してい るが,高 度不

飽和 脂酸 と腫瘍 に関 しては, Smedley6)

等 が不 飽和度 の高 い脂酸 が腫瘍形成 に

利 用されてい るよ うだと云 つて いる.

高 畠7)等 は各種腫瘍組織 の脂質構成

に就 いて 分析を行 ない,人 間の悪性腫

瘍,特 に骨腫瘍,胃 癌,乳 癌,甲 状腺癌

な どの脂質 構成 と正常の肝臓 胃粘膜 甲

状腺 の脂質 構成を比較 し,そ の結果腫

瘍 に特徴 的な事は,各 脂質分画 の構成

脂肪酸 には正常に見 られな い高 級多不

飽脂肪酸 がみ られ,ま た腫瘍 によつて

脂肪酸構 成に差異がみ られ,ま た燐脂

質 は脂肪相互間で差異 は認 め られず,

正 常組織 と殆ん ど一致 して い るが非燐

脂質性 脂質につい ては,骨 腫瘍 では コ

レステ ロー ルエステルが他の腫瘍 に比

し相対 的に多 い.甲 状腺 癌では正常 に

比 し トリグ リセ リ ドが減少.して いるが,

コレステ ロー ルエステルに相対 的に増

加 して い る.こ の よ うに腫瘍 では燐脂

質 では構 成脂肪酸を除 いて は変 化が見

られない.特 に非燐脂質構 成に変化が

著 し く多様性を示 す事 が腫瘍 の特徴 と

推定 され るとして い る.一 方 古 くは

StrauB8)が 照射前後 の血液 中 コレステ

リン含有 量について各腫疾 患の変動を

追求 してお り,胃 癌乳癌等 では照射後

血 清中 コレステ リンが減少 傾向を示 す

と して い る.

佐 藤9)はDAB投 与 ラ ッ ト肝及 び肝

癌 の脂酸 のG, L, C,よ りDAB投 与肝

では特 に リノール酸比 ア ラキ ドン酸比

がパ ル ミチ ン酸に比 し増加 してお り,

肝 癌では脂酸構成 は異な りオ レイン酸

が著 し く上昇 したと し,発 癌剤投与を

通 じて必須脂酸 の増 加が認 め られ たが,

この事は発癌剤 の投 与 と関係 して いる
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か否 かは不 明で あるとして いる.稲 葉10)は3MeDAB

投与 ラッ トの肝 癌及び肝 癌の ミ トコン ドリアの脂酸

中で,オ レイ シ酸 とパル ミ トオレイン酸 の比 率がパ

ル ミチ ン酸 とC20: poly脂 酸 の減少 と対照 的に増 加

す ると云 つてい る.桜 井等11)は 吉 田肉腫, HN2耐

性吉 田肉腫, AH-130, AH. 60C, AH-7974 AH-70β

の6系 の脂質構成脂酸 と正常 ラッ ト肝 のそれ とを対

比 し,そ の結果 ア セ トン可溶性分画 脂質構成脂肪酸

と してC14, C16, C16:1, C18, C18:1, C18:2,を 同定 し,

腹 水癌の脂肪酸組成に は殆 んど相互 間に相異が認 め

られ ない.ア セ トン不 溶性分 画では脂質構成脂肪酸

と して ア ラキ ドン酸(C20:4)が 正常 ラッ ト肝 に多量

に存 在 した.ま た6系 の腹 水癌は正常 ラ ッ ト肝 に比

して,高 度不飽和 脂酸 であ るC20:4及 びC18:2が 減少

し,逆 にC16の 飽 和脂肪酸が増加 して いる ことを認

めた と云つて いる.

以上の如 く最近 の担 癌動物 と脂肪酸 との関係 を見

るも,発 癌 と脂肪 酸 との関係を研究 したものが多 く,

その逆の手術 的に腫瘍 を除去 した時,或 いは放射 線

照射により腫瘍を発育停止または縮小せしめた時の

脂肪酸の変動に関する研究は少いように思われる.

幾多の先輩の実験的研究並びに私のつたな.い実験

結果より次の如く考える.

結 論

1) 放射線照射線により腫瘍が縮少,ま たは腫瘍

の陰影が消失して来た場合には,血 清中の脂肪酸組

成は照射前に比し変動が起つて来,正 常人の値に近

くなることを示唆する.

2) 今後放射線治療に際して効果判定の一つとし

て,乳 癌患者の場合,治 療開始前に比 し血清中のリ

ノール酸,ア ラキドン酸が増加しパルミチン酸,ス

テアリン酸が減少した時には放射線の好影響を受け

ていると推定できる.

稿を終るに臨み御指導御校閲を賜わつた恩師山本

道夫教授に深甚の謝意を表します.
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ABSTRACT

With the purpose to study the changes of long-chain fatty acid composition in the serum 

of the breast cancer patients after radiation therapy, total fatty acids in the serum of the 

patients with breast cancer, both before and after the radiation teatment, were separated 

and identified by the the gas-liquid chromatography. The results of the study may briefly 

be summarized as follows.

1. The total fatty acid composition in the serum at the time when the tumor has 

grown smaller approaches the level of normal persons in contrast to the level before the 
radiation therapy.

2. It is considered that the radiation therapy is a success when the polyunsaturated 

fatty acids, especially linoleic and arachidonic acids are increased and saturated fatty acids 

are decreased.


